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1. 序論 

日本の多くの大学では大学設置基準[1]によって

定められた単位制が敷かれている．単位制では標

準として 1 単位の習得に授業や予習復習を含めて

45 時間の学習を学生に求めている．そのため，単

位を与える大学としては学生の適切な学習時間を

確保する必要があり，大学では出席回数が規定さ

れている．そこで授業における学生の出席管理が

必要となる ． 
また，2020 年から流行し始めた新型コロナウイ

ルスの影響で多くの大学が休校措置を実施[2]し，
現在も対面授業の実施には感染症対策が必要にな
っている．教室における授業は学生同士の距離が
近く，長時間におよび同じ場所にいることや同じ
座席を不特定多数の学生が使用することにより感
染が広がる危険性が高い．教室における感染症対
策として学生の密集を防ぐことが考えられる。密
集回避を実現するために，学生の混雑状況を把握
する必要がある． 
そこで本研究では，学生の出席管理と授業中の

密集状況の把握を支援することを目的として大学

における出席記録管理システムを開発・実装した．

本システムを用いて学生は座席の QR コードを自身

のスマートフォンで読取り，出席登録用サイトに

アクセスする．サイト内のフォームに学籍番号を

入力することで出席を登録する．教員は出席状況

確認用サイトにアクセスし，対象の授業を選択す

ることで出席状況を確認できる．出席情報には学

生の使用座席も含まれており，学生の混雑状況を

把握することが可能になる． 

2. 関連研究 

関連研究として鵜川らの研究[3]がある．鵜川ら
の研究では無線 LAN アクセスポイントを利用した
出席管理システムを作成している．このシステム
では学内 Wi-Fi を用いて出席登録をしアクセスポ
イントを用いた不正防止機能がある． 

このシステムに対して本システムでは，使用座
席も記録することによってより詳細な出席情報を
収集する．  

3. 研究内容 

本節では本システムの概要と各機能について述
べる． 

3.1. システム概要 

本システムの構成を図１に示す．本システムは，
学生のスマートフォン，教員の PC，出席情報管理
サーバ（以下，管理サーバ）で構成される．スマ
ートフォンは出席登録に使用し，PC は出席状況の
確認に使用する．管理サーバは，出席情報の管理
と各 WEB ページを提供する．  

3.1.1. 出席状況確認ページ 

出席状況確認サイト内にある教員が各授業にお
ける学生の出席状況を確認するための Web ページ
(以下，出席状況確認ページ)を図 2 に示す．出席
状況確認ページには授業の基本情報，座席表，出
席者リスト，出席情報訂正欄がある．基本情報に
は使用教室，授業名，座席使用率が含まれ，出席
情報訂正欄は出席情報訂正機能にて使用する． 
座席表は，教室にある各座席の使用状況を示す．

各座席の内部には座席番号が表示される．座席番
号はアルファベットと数字を組み合わせて構成さ
れる．アルファベットは左の座席から右の座席に，
数字は前の座席から後ろの座席に行くにつれて大
きくなる．出席登録がされた座席には座席番号の
下に使用している学生の学籍番号が表示される． 
出席者リストは，出席情報を登録した学生をリ

スト形式で示す．学生の学籍番号と使用する座席
の座席番号を対にしたものを出席者リストの要素
とする．出席者リストは各要素の座席番号がアル
ファベット及び数字の昇順で並んでいる． 
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Copyright     2022 Information Processing Society of Japan.
All Rights Reserved.4-873

1ZL-03

情報処理学会第84回全国大会



 

3.2. 出席登録機能  

出席登録機能は，学生の各授業における出席情
報を管理サーバに登録する機能である．本機能は
出席登録用に作成した WEB ページ(以下，出席登録
ページ)を使用する．出席登録ページには，教室の
各座席に設置した QR コードを読み取ることでアク
セスできる．QR コードには出席登録ページ，使用
する教室と座席の情報が含まれている．フォーム
に学籍番号を入力し，管理サーバに出席情報を送
信する．送信された出席情報が管理サーバに登録
されると，出席登録ページから出席登録の完了を
知らせる WEB ページに遷移する． 

3.3. 出席状況確認機能 

出席状況確認機能は，管理サーバから出席情報
を取得し出席状況確認ページに表示する機能であ
る．出席が登録された座席には座席番号の下に使
用者の学籍番号を追加し，座席の枠を赤色に変更
する．また，出席者リストとして出席情報を表示
する．表示する出席情報は１秒ごとに更新する． 
本機能によって，学生の出席情報と密集状況の

確認が可能になる． 

3.4. 出席者検索機能 

出席者検索機能は，出席者リスト内から特定の
学生を見つける機能である．本機能は出席状況確
認ページにある検索ボックスを使用する．学籍番
号か座席番号の一部または全部を検索ボックスに
入力することで出席者を検索することができる．
検索ボックス内の入力内容が変化すると，出席者
リストには入力内容を含んでいる要素のみが表示
される．また検索ボックス内を空にすると，出席
者全員のリストが表示される．リスト要素にマウ
スカーソルを合わせると，座席表内で対応する座
席が赤く強調表示される． 
本機能によって，多くの学生が出席する授業に

おいて特定の学生の出欠確認，使用座席を素早く
特定することが可能になる． 

3.5. 出席情報訂正機能 

出席情報訂正機能は，管理サーバで保存されて
いる出席情報を訂正する機能である．本機能は出
席状況確認ページの出席情報訂正欄を使用する．
出席情報の追加，修正には出席情報訂正欄に座席
番号と学籍番号を入力する．出席情報の修正とは，
座席使用者の学籍番号を変更することである．出
席情報の削除は，出席情報訂正部に座席番号を入
力する．訂正情報を管理サーバに送信し，管理サ
ーバ内での処理が適切に終了すれば訂正内容をア
ラートとして表示し座席表の表示内容を変更する． 
本機能によって，授業中の出席状況の変化に対

応することができる． 

4. 実験 

本システムを用いて出席管理が可能であること
を確認する目的で実験を実施した． 

初めに出席登録にかかる時間を計測した．大学
生６名の出席登録にかかる平均時間は 14.76 秒で
あり，授業開始前に短時間で出席登録ができるこ
とを確認した． 
次に実際の授業で出席管理を行った．収容人数

16 名の教室を使用した，受講生９名の授業におい
て本システムを用いた出席管理を 2 回実施し，17
名の出席者と使用座席，1 名の欠席者を正しく記
録した． 
これらの結果から本システムを用いて出席管理

が可能であることが確認できた． 
また，新型コロナウイルスの影響で小規模の実

験になってしまったため，今後追加での実験を検
討している． 

5. 結論 

本研究では，学生の出席管理と授業中の密集状
況の把握を支援することを目的とした出席管理シ
ステムを開発した．本システムを使用することで，
感染症拡大への対策を取りながらも学生が十分な
教育を受けられる体制を整える一助になることが
期待できる． 
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